
       
 

                         

                                

                              

  
久
保
田
か
ず
え
町
議 

福
祉
医
療
助
成
に
つ
い
て
尋
ね
ま

す
。 本

町
が
発
行
し
て
い
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
ガ
イ
ド
平
成
２
３
年
度
版
を
み

る
と
、
障
害
者
福
祉
医
療
助
成
の
中

に
、
身
体
障
害
者
３
級
及
び
知
的
障

害
者
Ｂ
に
つ
い
て
は
、
７
５
歳
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
． 

障
害
が
改
善
せ
ず
、
長
期
か
つ
継

続
化
す
る
場
合
は
、
継
続
し
て
助
成

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。
町
長
の
考

え
を
尋
ね
ま
す
。 

   

町
長 ご

指
摘
の
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
皆

さ
ん
が
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被

保
険
者
に
な
る
と
給
付
が
下
が
る
事

に
な
り
ま
す
。
制
度
上
の
矛
盾
、
あ

る
い
は
不
公
平
が
生
じ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
長
崎
県
医
療
制
度
検
討
協
議

会
障
害
者
専
門
部
会
で
は
、
県
下
市

町
村
が
参
加
し
て
、
障
害
者
分
の
現

物
給
付
化
等
、
そ
の
他
の
課
題
と
合

わ
せ
て
改
善
す
べ
く
、
現
在
、
協
議

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
療
育
手
帳
Ｂ
２
と
寡
婦
の

通
院
に
つ
い
て
は
本
町
他
５
市
町
で

は
、
他
の
市
町
に
先
駆
け
て
単
独
で

給
付
を
行
っ
て
い
る
。 

久
保
田
町
議 

２
級
の
場
合
に
は
「
日
常
生
活
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
」
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
３
級
で
は
「
生
活
が
著
し
く
制
限
さ

れ
る
」
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
著
し
く
、

と
い
う
の
が
つ
い
て
い
る
以
上
、
助
成
か

ら
外
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。 

 

町
長 障

害
者
分
の
現
物
給
付
化
等
、
そ
の
他

の
課
題
と
合
わ
せ
て
改
善
す
べ
く
、
現

在
、
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

   

川
棚
町
国
民
健
康
保
険
税
が
、
積
立
金

の
減
少
を
理
由
に
値
上
げ
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
（
２
４
年
度
か
ら
） 

今
回
の
値
上
げ
は
国
保
税
の
医
療
分

の
所
得
割
を
現
在
の
４
．
５
％
を
７
・

０
％
に
、
支
援
分
を
２
・
１
％
を
２
・
５
％

に
、
介
護
分
は
１
・
５
％
を
２
・
１
％
す

る
と
い
う
も
の
で
、
３
・
５
ポ
イ
ン
ト
の

ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
均
等
割
は
現
在
の
２
５
，
８
０

０
円
か
ら
３
８
，
２
０
０
円
へ
の
１
２
，

４
０
０
円
の
値
上
げ
。
平
等
割
は
３
０
，

４
０
０
円
か
ら
３
２
，
５
０
０
円
へ
と

２
，
１
０
０
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
で
、
所
得
が
二
百
万
円
の
４
０
歳

代
夫
婦
の
子
ど
も
２
人
の
世
帯
を
計
算

す
る
と
、
現
行
の
２
８
０
，
５
０
０
円
が

３
６
０
，
１
０
０
円
と
７
９
，
６
０
０
円

の
値
上
げ
と
な
り
、
家
計
を
圧
迫
す

る
事
は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

国
民
健
康
保
険
税
は
、
町
民
の
命

に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。
保
険
税
を

納
め
き
れ
な
い
、
納
め
た
と
し
て

も
、
病
院
に
か
か
る
お
金
が
な
い
な

ど
、
全
国
で
も
、
手
遅
れ
に
よ
り
命

を
落
と
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
の

が
実
態
で
す
。
税
の
公
平
性
を
言
う

の
で
あ
れ
ば
、
所
得
の
低
い
世
帯
に

は
、
保
険
税
を
安
く
す
る
べ
き
で

す
。 自

治
体
の
国
保
が
厳
し
く
な
っ

た
原
因
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
５

０
％
近
く
あ
っ
た
国
庫
支
出
金
が

半
減
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
法
定
外
繰
り
入
れ
は
全
国
平
均

一
万
五
千
円
に
対
し
て
長
崎
県
は

全
国
一
低
い
１
３
５
円
で
す
。
ま

た
、
町
と
し
て
も
、
全
国
の
約
７
割

の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
よ
う

に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

す
べ
き
で
す
。
国
保
税
の
値
上
げ

は
、
滞
納
世
帯
の
減
少
に
も
、
収
納

率
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
払
え
る
保
険
税

に
す
べ
き
で
す
。 

２
０
１
４
年
４
月
に
８
％
、
２
０

１
５
年
１
０
月
１
０
％
―
民
主
党

の
野
田
内
閣
が
決
め
た
消
費
税
大

増
税
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
そ
れ
だ

け
で
年
間
１
３
兆
円
、
年
収
３
０
０

万
円
の
４
人
世
帯
で
１
２
万
６
千

円
も
の
負
担
増
。 

 

◆
消
費
税
増
税
の
問
題
点 

①
無
駄
遣
い
を
続
け
た
ま
ま
の
大

増
税
。 

 

群
馬
県
の
八
ツ
場
ダ
ム
は
再
開
。

原
発
推
進
の
４
２
０
０
億
円
。
政
党

助
成
金
３
２
０
億
円
は
手
つ
か
ず
。

大
企
業
・
大
資
産
家
に
１
・
７
兆
円

の
新
減
税
な
ど
。 

②
社
会
保
障
切
り
捨
て
と
の
「
一
体

改
悪
」
。 

 

年
金
支
給
額
を
２
・
５
％
削
減
。 

支
給
開
始
年
齢
を
６
８
～
７
０
歳

へ
の
繰
り
延
べ
な
ど
を
検
討
中
。 

③
増
税
で
日
本
経
済
を
ど
ん
底
に

突
き
落
と
す
。 

 

消
費
税
を
５
％
に
引
き
上
げ
た

１
９
９
７
年
は
、
総
額
９
兆
円
の
負 

 

担
増
で
景
気
は
ペ
チ
ャ
ン
コ
に
。

今
度
は
消
費
税
だ
け
で
１
３
兆

円
、
年
金
支
給
額
削
減
な
ど
も
合

わ
せ
れ
ば
負
担
増
は
１
６
兆
円
。 

清
水
信
次
・
日
本
チ
ェ
ー
ン
ス

ト
ア
協
会
長
も
、「
９
７
年
に
消
費

税
を
５
％
に
引
き
上
げ
た
際
に

は
、
ア
ジ
ア
の
通
貨
危
機
な
ど
が

重
な
っ
た
と
は
い
え
、
消
費
増
税

が
景
気
の
足
を
引
っ
張
る
一
因
に

な
っ
た
。
そ
の
教
訓
に
学
ぶ
べ
き

だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

◆
財
源
は
コ
コ
に 

①
前
出
の
よ
う
な
ム
ダ
遣
い
を
一

掃
す
る
。  

②
増
税
す
る
な
ら
、
ま
ず
、
た
く

さ
ん
も
う
け
、
お
金
を
払
う
能
力

を
持
っ
て
い
る
大
企
業
と
富
裕
層

に
。 

③
社
会
保
障
を
抜
本
的
に
よ
く
す

る
た
め
に
国
民
全
体
で
支
え
る
さ

い
は
、
「
負
担
能
力
に
応
じ
た
負

担
」
と
い
う
累
進
課
税
で
ま
か
な

う
。 

 

消
費
税
１
０
％
計
画
の
ス
ト
ッ
プ
を 

 


